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品陽句明2011.G.4[土 ]淵 路
シューマン:ウィーンの謝肉祭の道化 op.26、謝肉祭 oP.9

リスト:ピアノ・ソナタロ矩耐 S.178、伝,伊tS.175

料 金 e S ¥ 5 , 0 0 0 / A ¥ 4′ 0 0 0 (卜 リフォニークラフ会員は各1 0 % Bき 、同時入会申込可)

2011.12.tユl木l温器目遷) 褪劇2011.G.BHttll猛!‖冨彊)
《オール・シューベルト・プログラム》 前売開始:5月29日(日)
シューベルト:さすらい人ムJ想山 ハ長調 D760

よ口興止11集D8990 1Hlハ 負I[洲/第2‖1変ホ長調/第3‖1変卜長耐/郷4‖1変イ長紛

II!興止町集 D935(第 1山へ短,調/第2問〕変イ長iJH/第3問l変口長JH/第4‖1へ短納

料金●S¥5,000/A¥■ 000(ト リフォニークラブ会員は各100o]き、同時入会申込可)

ショパン:ピアノ協奈出1第1肝 ホ打f調oP,11

ラフマニノフ:ピアノ脇容‖l第2希 ハ短!〕H op.18

ヴアシリス・クリストプ回スけ旨揮]%∬,′,∫Cカメrjr″θ″′θざ

新日本フィサ防―ヽモニー交響楽団距pJ″″″″P/2'あ″沖″っ″fご

料金OS¥6′000/A¥5′000
(トリフォニークラフ会員は各10°o引き、同時入会申込可)

ご予約。お問合せ トリフォ}ホ 引レチケットセンタ 03づ608協

名丈問phonンcom可 謝 だ ト リ フ ォ ニ
ー

ホ
ー

ルトリフォニーホー,レチケットオンライン http:〃w



ロシア・ピアニズムの継承者、リュビモフとデミジェンコに期待する

私がこれまで聴いたピアノ・リサイタルの中でも、最も記憶に残る鮮烈な

体験のひとつが、1990年代の終わり頃、リュビモフが都内のある小さなホー

ルで行った「ウストヴォルスカヤのタベ」であった。ロシアの未知の前衛女性

作曲家がテーマだったので無理もないが、聴衆は、ホールが小さく、曲目も

全く未知の作品ばかりだったこともあって、ごく限られた人数だった。しかし

あのときのリュビモフのピアノはすさまじい迫力だった。絶望と憤怒の音塊

を執拗に叩き続けるような異様な楽曲ばかりが並ぶあのようなプログラム

を、リュビモフは、全く聴き手を飽きさせることなく、すさまじい集中力で、実

に音楽的に弾いてのけたのである。指を細かく動かさなくとも拳骨だけであ

れだけ聴き手を感動させられるというのは、並大抵の音楽性ではない。あま

りにも拳骨和音(?)が 素晴らしいので、本当にリュビモフの指は動くのだろ

うかといらぬ想像までしてしまったほどである。ところが、アンコールでさら

に仰天させられた。モノクロームな前衛世界から転じて、ドビュッシーの「ピ

ア/′のために」から「前奏曲」をリュビモフは弾いたのだが、無限にニュアンス

豊かな打鍵、刻々と変化する柔らかい色彩、そしてあたかも即興のように絶

妙な問合いを持って鳴らされた最後のアルペッジョと和音に衝撃を受けた。

真のドビュッシーをこのとき初めて聴いた、とすら思った。リュビモフの音楽

的テリトリーの驚くべき広大さが、あのアンコールには凝縮されていた。

あのリュビモフが再び都内でリサイタルを開くとなれば、これはどんなこ

とがあっても駆けつけなければならない。しかもシューベルトである。リュビ

モフの音楽的真価は、おそらくライヴでこそ発揮される。一筋縄ではいかな

い特別な一夜となるはずだ。

[6/4デミジェンコ・リサイタル]

[6/5デミジェンコ・協奏曲]

〉〉〉〉〉〉〉デミジェンコ2公演セット券: S¥身 900/A¥8′100

[12/8リュビモフ]前売開始:5月29日(日)S¥5′000/A¥4000
(トリフォニークラブ会員は1回券:各10°/9引き、、デミジェンコ2公演セット券:5¥8′800A¥Z200と もに同時入会申込可)

前売り:e+(イープラス)・…・・・・・・・・・・・・""・・…・・・・・・・・・・・・・・・http〃eplus,p  仁托N空鷲全
チケットぴあ ・・…………・・…"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0570‐02‐9999

東京文化会館チケットサービス ・・・・・・・・・・・・・・・・"… 03‐5685,0650

新日本フィル・チケットボックス(6/5のみ)・"""・・・・03‐5610‐3815

ご予約・お問合せ:トリフォニーホールチケットセンター 03-5608‐1212

トリフォニーホールチケットオンライン http:〃wwwiHphony.com

ニコライ・デミジェンコ

プレイズ・ショパン

ションやン 24の前奏曲 ピアノ・ソナタ第3番

東京エムプラスONYX4036

オープン価格(2008年刀弓録音)

リュビモフに続くロシア・ピアニズムの第3弾 は、近年日本でもうなぎの

ぼりに評価の高まっているエコライ・デミジェンコ。ONYXレ ーベルのショ

パン「24の 前奏曲」「ピアノ・ソナタ第3番 」は、近年の若手の華麗でスピー

ディなピアニズムに慣れている聴き手には、大きなショックを与える1枚であ

る。

デミジェンコのショパンは決して陽性ではない。暗く、深く、大きい。孤独

の匂いがする。一見きらびやかなパッセージでも、デミジェンコは実にゆっ

たりと豊かな音色でレガートに弾く。外面的効果には少々欠けるが、物思い

に沈みがちなショパンの深い吐息が感じられるのだ。自熱をつい期待する

ソナタ第3番 の第4楽 章でも、これほど、立ち止まりつ考えつつというショパ

ンの「ナイーヴさ」や「ためらい」に配慮した演奏も珍しい。

出版譜の強弱記号とは異なる演奏箇所も多いが、それはむしろ音楽の内

容への洞祭を感じさせる。こうした演奏はおそらく、音楽大学やコンクール

では決して歓迎されないだろうが、聴き手を作品そのものについてより考え

させる、含蓄に富んだ音楽なのだ。

今回デミジェンコはシューマンとリストのリサイタル・プロ、そしてショパン

1番とラフマニノフ2番 の協奏曲プロを演奏する。このピアニストの個性を

体験する上でも絶好のプログラムだ。華麗でピチピチとした若手も良いが、

年輪を重ねた真に内面的な表現、そしてたっぷりと濃い音を期待するなら、

デミジェンコは聴き逃せない。

林田直樹
(はやしだなおき/音楽ジャーナリスト)

S¥5,000/A¥4000

S¥6′000/A¥5,000

■主催・企画:すみだトリフォニーホール

ンン静ざ時勝

マーキュリーZZ千100102(日本語解説付)

¥2,940(2009年 7月録音)

(株)小学館集英社プロダクション 総合保育サービスのHAS(ハ ズ)

●受付時間:月～金 (祝日除く)10モ00～1テ00    ★ ご利用1週間前までに

●料金:生後6ヶ月～1歳:¥3,000/2歳 以上:Y2′000  ご 予約ください。

,可謝だトリフォエーホール

ば号まい千七Lヤ
リ

ゑ★品 鬼レ
アレクセイ・リュビモフ

[フォ,レテピえ/]

シューベル ト即興曲全集

鱗 が 開 議 で 。 lMll暇 蕨 gダ 魏

鑑 裾 :需 播 艦

確 球 h□

騒 罷 髭 離 ]統 、

オみデ トi〕フォニ‐一六――ル                    メ
ール●o u b o④M P h o n y . c o m  または、

琢

すみだトリフ

憩 路 _ジ 上障 説 鋼   経 経 盟 臣附緊答鏑晶轟累繁1を3

ヴアレンティン・シルヴェストロフ(1937～):悲歌(1967)                「 ロシア・アヴァンギャル陶係宛にご応募ください

ギ  アレクサンドル・スクリャービン●872～191動:ピアノソナタ第9番「黒ミサJ(1910 応
募締切 :11月15日(火)[必替]

に 、  カ レヴォ・ベルト(1935～):′'レティータ第2番(1950          .日 全Ⅲ・LilⅢⅢ……キ_1:こあ
筋ニチゥ技1義品孜お1占祈:1荒罷;羅影Iうナタ第5番(1980ほか お問合せ:トリフォニーホールチケットセンター03-5608,1212

※ご応募は1名様につき1通のみ有効。※1通につき1名様のご招待となります。※公演時間は約 1時間程度を予定

同目 《ロシア・ピアニズムの継承者たち》

2012.2.11[土・祝]●ラリッサ・デードワ   2012.3.29[木 ]、4.3[火]●セルゲイ・エデルマン 2012.4.30[月・祝]●リリヤ・ジルベルシュタイン


